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総
合
計
画
は
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。
こ
の
た
び
策
定

し
た
第
３
次
と
な
る
新
し
い

総
合
計
画
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

か
ら
意
見
や
提
案
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
市
民
公
募
委
員

を
加
え
た
総
合
計
画
審
議
会

の
審
議
・
答
申
を
経
て
策
定

少
子
高
齢
化
社
会
の
一
層

の
進
展
や
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
税
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構

造
転
換
な
ど
、
市
を
取
り
巻

く
環
境
が
非
常
に
厳
し
い
な

か
、
抜
本
的
な
行
財
政
改
革

を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
は

「
新
京
田
辺
市
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
。

そ
れ
を
受
け
て
策
定
し
た

こ
の
実
行
計
画
で
は
、
同
大

綱
の
理
念
を
踏
ま
え
、『
市

民
参
画
の
推
進
と
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
市
役
所
づ
く
り
』

『
市
民
の
視
点
に
立
っ
た

く
り
の
３
つ
の
基
本
方
向
を

▽
「
だ
れ
も
が
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

▽
「
快
適
で
活
力
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
」
▽
「
心
に
う

る
お
い
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」
と
し
て
、
▽
市
民
主

役
の
視
点
▽
交
流
・
連
携
の

視
点
▽
効
率
的
な
行
財
政
運

営
の
視
点
に
立
っ
て
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

部
門
ご
と
に
施
策
を
体
系

化
し
た
「
基
本
計
画
」
で
は
、

基
本
構
想
に
掲
げ
た
３
つ
の

基
本
方
向
と
そ
れ
ら
を
着
実

に
進
め
て
い
く
た
め
の
▽

「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向

け
て
」を
大
き
な
柱
と
し
て
、

あ
わ
せ
て
４２
の
分
野
に
ソ
フ

ト
事
業
を
中
心
と
し
た
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創

設
」「
学
校
の
安
全
対
策
」

「
産
・
学
連
携
支
援
」「
自
治

や
市
民
参
画
の
ル
ー
ル
づ
く

り
」「
職
員
の
資
質
向
上
・

意
識
改
革
の
推
進
」
な
ど
５

２
３
の
事
業
を
掲
げ
、
都
市

像
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

に
重
点
化
さ
れ
た
効
率
的
な

行
政
組
織
へ
と
再
編
し
ま

す
。（

２
）
職
員
定
員
管
理
の

適
正
化

事
務
事
業
の
整
理
、
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や
多
様
な
雇

用
形
態
職
員
の
活
用
、
市
民

と
の
連
携
協
働
な
ど
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
職
員
数
の
抑

制
に
努
め
ま
す
。

【
今
後
５
年
間
の
人
件
費

削
減
目
標
額
　
１４
億
７
千
４

百
万
円
】

（
３
）
事
務
事
業
の
見
直

し
と
経
常
的
物
件
費
の
削
減

全
事
務
事
業
に
お
い
て
、

行
政
が
関
与
す
べ
き
範
囲
、

内
容
、
費
用
対
効
果
な
ど
の

検
証
を
通
じ
て
、
不
用
・
不

急
の
事
務
事
業
を
統
廃
合
す

る
な
ど
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
は
、
そ
の
水
準
を
維
持
し

つ
つ
、
目
的
達
成
の
た
め
に

最
小
の
経
費
で
実
施
で
き
る

よ
う
、
投
入
資
源
の
最
小
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、
環
境

負
荷
軽
減
の
観
点
か
ら
エ
コ

オ
フ
ィ
ス
実
践
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

【
今
後
５
年
間
の
経
常
的

物
件
費
等
削
減
目
標
額
　
７

億
５
千
４
百
万
円
】

（
４
）
市
民
参
画
・
協
働

の
推
進

市
民
と
行
政
の
責
務
を
明

確
に
し
、
市
民
が
積
極
的
に

市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

で
き
る
よ
う
、
基
盤
と
な
る

ル
ー
ル
づ
く
り
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
な
ど
参
画

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
役
所

の
体
制
整
備
を
図
り
ま
す
。

（
５
）
民
間
委
託
の
推
進

行
政
の
役
割
の
重
点
化
を

図
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
に
お
い
て
も
効
果
的
か
つ

効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た
め
、
民
間
委
託

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

（
６
）
補
助
金
制
度
の
見

直
し各

種
補
助
金
に
つ
い
て
、

市
民
福
祉
の
向
上
や
利
益
の

増
進
効
果
な
ど
を
検
証
し
、

そ
の
結
果
に
よ
り
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

【
今
後
５
年
間
の
補
助
金

削
減
目
標
額
　
１
億
７
千
７

百
万
円
】

（
７
）
受
益
者
負
担
の
見

直
し公

平
性
の
観
点
か
ら
、
全

て
の
使
用
料
、
手
数
料
に
つ

い
て
、
受
益
と
負
担
の
あ
り

方
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

（
８
）
職
員
の
意
識
改
革

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
養
う

組
織
風
土
づ
く
り
と
そ
の
た

め
の
人
事
制
度
を
は
じ
め
と

す
る
職
員
の
意
識
改
革
・
人

材
育
成
に
向
け
た
ト
ー
タ
ル

な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

市
は
、
幸
せ
に
満
ち
、
夢
と
希
望
の
広
が
る

明
日
の
京
田
辺
を
築
い
て
い
く
た
め
、
平
成
１８

年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
新
し
い
総
合
計
画
＝

第
３
次
京
田
辺
市
総
合
計
画
＝
を
策
定
し
ま
し

た
。

行政改革実行計画シリーズ�行政改革実行計画シリーズ�【第1回】�【第1回】�

　広報きょうたなべでは、今月号から３回にわたり、行政改革
実行計画の取組内容をお知らせします。第１回の今回は『市民
と行政とのパートナーシップの構築』に向けた取り組みです。�
�
１　市民参画促進、支援のための仕組みづくり�
　　　市民が積極的に市政やまちづくりに参画できるよう�
　　ルールや仕組みづくりを進めます。�
　　　○市民参画・協働のためのルールづくり�
　　　○パブリックコメント制度をはじめとする多様な�
　　　　市民参画のための仕組みづくり�
　　　○まちづくりを支える人づくりとボランティア団体�
　　　　ＮＰＯなどの活動支援�
　　　○各種団体等の支援のあり方の見直し�
�
２　広報・広聴機能の充実�
　　　市政の方向性を多様な手法を用いながら積極的かつ�
　　効果的に広報するとともに、市民ニーズのより一層の�
　　把握とそれを反映させる仕組みを整備します。�
　　　○広報紙・ホームページの充実�
　　　○まちづくり出前講座の実施�
　　　○市民意識調査等による市民ニーズ・満足度の把握�
�
３　積極的な情報公開�
　　　行政情報の積極的な公開を進め、公正で透明な市政�
　　を推進します。�
　　　○情報公開制度の充実�
　　　○情報公開コーナーの整備�
　　　○個人情報保護の推進�

『市民と行政とのパートナーシップの構築』�

５
年
間
の
取
り
組
み
を
具
体
化

行政改革
実行計画

計
画
的
・
積
極
的
に
改
革�

計
画
的
・
積
極
的
に
改
革�

改
革
を
計
画
的
に
推
進�

改
革
を
計
画
的
に
推
進�

改
革
を
積
極
的
に
推
進

改
革
を
積
極
的
に
推
進�

改
革
を
積
極
的
に
推
進

改
革
を
積
極
的
に
推
進�

改
革
を
積
極
的
に
推
進�

市
は
、
昨
年
１２
月
に
策
定
し
た
「
新
京
田
辺
市
行

政
改
革
大
綱
」
で
示
し
た
改
革
へ
の
取
り
組
み
の
具

体
化
を
図
り
、
計
画
的
か
つ
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
１８
年
度
か
ら
２２
年
度
の
５
か
年
を
計
画
期

間
と
す
る
実
行
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

夢
と
希
望
広
が
る
明
日
の
京
田
辺�

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
ほ

か
、
市
税
等
徴
収
率
の
向
上

や
未
利
用
の
市
有
財
産
の
処

分
、
使
用
料
・
手
数
料
の
見

直
し
な
ど
積
極
的
な
財
源
確

保
に
も
努
め
ま
す
。

【
今
後
５
年
間
の
財
源
確

保
目
標
額
　
６
億
３
千
７
百

万
円
】

今
後
、
こ
の
実
行
計
画
に

沿
っ
て
、
全
庁
を
挙
げ
て
ス

リ
ム
で
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
さ
ら
に
推
進
し
、
第
３

次
京
田
辺
市
総
合
計
画
に
掲

げ
る
『
緑
豊
か
で
健
康
な
文

化
田
園
都
市
』
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

く
わ
し
い
内
容
は
、
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
北

部
・
中
部
両
住
民
セ
ン

タ
ー
、
三
山
木
福
祉
会
館
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

８
つ
の
改
革
に
力
点

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
』

『
ス
リ
ム
で
柔
軟
か
つ
効
果

的
・
効
率
的
な
行
財
政
運

営
』
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
次
の
８
つ
の
改
革
に
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
簡
素
で
応
答
性
の

高
い
市
役
所
の
組
織
づ
く
り

社
会
情
勢
や
価
値
観
の
変

化
に
伴
い
市
民
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
す
る
な
か
で
、
行
政
が

主
体
と
な
っ
て
真
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

し
ま
し
た
。

本
市
が
目
指
す
都
市
像
と

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基

本
的
な
施
策
の
大
綱
を
ま
と

め
た
「
基
本
構
想
」（
昨
年

６
月
の
市
議
会
で
議
決
）
で

は
、
目
標
年
次
で
あ
る
平
成

３２
年
度
の
市
の
人
口
フ
レ
ー

ム
を
８
万
人
、
都
市
像
を

「
緑
豊
か
で
健
康
な
文
化
田

園
都
市
」
と
設
定
。
ま
ち
づ

市
民
参
画
で
実
現
目
指
す

第
３
次
総
合
計
画
ま
と
ま
る

市が策定した第３次京田辺市総合計画の計画書と概要版

今
後
は
、「
緑
豊
か
で
健

康
な
文
化
田
園
都
市
」
の
実

現
に
向
け
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
、
参
画
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
同
計
画
の
概
要
版

は
本
紙
と
一
緒
に
全
戸
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
計

画
書
は
、
政
策
推
進
課
で
ご

覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）
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６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で

す
。
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
に
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
一
層
の
人
権
尊

重
意
識
の
啓
発
に
努
め
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
、
全
国
一

斉
に
臨
時
の
人
権
相
談
を
行

い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
１
日
�
午
後

１
時
３０
分
か
ら
４
時

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー

市
長
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て

い
る
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
上
村
清
彦
（
�
６２
・
３

５
３
７
）
▼
大
鉢
美
智
子

市
の
人
権
擁
護
委
員
に
大

鉢
美
智
子
氏（
６１
歳
・
再
任
）

が
４
月
１
日
付
け
で
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
介
護
納
付
金
が
増

加
し
た
た
め
国
民
健
康
保
険

税
（
介
護
分
）
の
税
率
を
今

年
度
か
ら
下
表
の
と
お
り
改

正
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

《正規従業員とパート従業員の格差》�

①募集・採用�

②仕事内容・責任�

③給与・賃金�

④昇格・昇給�

⑤能力・成果の評価�

⑥研修・訓練の機会�

⑦勤務時間�

⑧福利厚生�

⑨再雇用�

⑩その他�

女性優遇　　　男女平等　　　男性優遇�

わからない　　無回答�

女性優遇　　　男女平等　　　男性優遇�

わからない　　無回答�
格差がある　　 格差はない　　 無回答�

《男女格差》�

91.791.7

3.33.33.3

86.73.33.3 6.7 3.3

80.080.01.7 11.7
3.33.3
3.33.3

80.080.0 10.0
6.7
3.3

6.7
3.380.080.0 10.010.0

90.090.0
3.3
3.3
3.33.3

5.081.7
6.7

6.7

81.781.7
1.7

13.3

95.095.01.7 3.3

73.3 1.7 5.05.020.0

11.73.3 85.0

86.73.3 6.7 3.3 35.0 41.741.7 23.323.3

80.01.7 11.7 55.055.0 23.3 21.7
3.3
3.3

80.0 10.0 66.766.7 11.7 21.721.7
6.7
3.3

6.7
3.380.0 10.0 56.7

38.338.3 40.0 21.721.7

21.7 21.721.7

90.0
3.3
3.3
3.3

5.0 43.3

53.353.3 26.7 20.0

33.333.3 23.381.7
6.7

6.7

81.7
1.7

13.3

95.01.7 3.3 38.3 41.7 20.020.0

73.3 1.7 5.0 18.3

6.7
1.7

48.348.3 33.333.3

35.0 41.7 23.3

55.0 23.3 21.7

66.7 11.7 21.7

56.7

38.3 40.0 21.7

21.7 21.7

43.3

53.3 26.7 20.0

33.3 23.3

38.3 41.7 20.0

18.3

6.7
1.7

48.3 33.320.0

11.73.3 85.0

�

振替�
種別�

期別�

変更後�変更前�

口座振替のつど�翌年度4月に一括�

※　振替種別が前納の場合については、�
    　変更ありません。�

表　収納済通知書の発行時期�

25,900円�

6.9/100

平成18年度�

1.22/100

6,500円�

4,600円�

25,900円�

介護分�

6.9/100

医療分�

6,000円�

80,000円�530,000円�

介護分�

9,000円�

2.00/100

90,000円�

所得割�
（前年分所得）�

区分�

年度� 平成17年度�

均等割�
（1人あたり）�

賦課限度額� 530,000円�

平等割�
（世帯あたり）�

26,500円�

医療分�

26,500円�

※医療分の税率は現行どおりです。�
※介護分の均等割・平等割の軽減額も変更となります。�
※平成18年度の納税通知書は6月中旬に送付予定です。�

国民健康保険税の税率表�

市
で
は
、
第
３
次
京
田
辺

市
総
合
計
画
の
中
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
最
も
基
本
的
な
視

点
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
市

民
主
役
の
視
点
」を
踏
ま
え
、

よ
り
一
層
の
市
政
へ
の
市
民

参
画
を
進
め
る
た
め
の
仕
組

み
の
一
つ
と
し
て
、「
京
田

辺
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
要
綱
」
を
制
定
し
ま
し

た
。パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と

は
、
市
の
基
本
的
な
計
画
な

ど
の
立
案
に
当
た
っ
て
案
を

公
表
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
や
情
報
を
考

慮
し
て
最
終
的
な
意
思
決
定

を
行
い
、
策
定
に
際
し
て
も

意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す

る
市
の
考
え
方
な
ど
を
公
表

す
る
一
連
の
手
続
き
で
す
。

第
３
次
京
田
辺
市
総
合
計

画
の
策
定
に
際
し
て
も
、
同

様
の
手
続
き
を
行
い
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
意
見
の
反
映
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、今
後
、

市
の
基
本
的
な
計
画
な
ど
を

策
定
す
る
場
合
に
は
、
こ
の

要
綱
で
定
め
た
統
一
の
ル
ー

ル
に
基
づ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

（
�
６３
・
２
１
６
８
）
▼
岡

山
稔
（
�
６３
・
２
２
４
４
）

▼
小
畠
壽
子
（
�
６２
・
０
３

３
６
）
▼
神
谷
ミ
チ
ヨ
（
�

６３
・
５
７
７
１
）
▼
鈴
木
正

思
（
�
６５
・
０
１
６
３
）

【
敬
称
略
】

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
主

催
の
「
な
や
み
ご
と
相
談
」

や
自
宅
で
の
相
談
に
も
応
じ

任
期
は
３
年
で
す
。

人
権
問
題
や
な
や
み
ご
と

に
つ
い
て
市
主
催
の
「
な
や

み
ご
と
（
人
権
・
行
政
）
相

◇
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
市
が
力
を
入
れ

る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
の
問

い
で
は
、「
男
女
が
共
に
働

き
な
が
ら
家
事
や
育
児
・
子

育
て
・
介
護
な
ど
を
両
立
で

き
る
よ
う
な
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
」
と
答
え
た
人
が

６５
・
０
％
で
し
た
。

次
い
で
「
女
性
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
（
就
職
・
再
就
職
・
起

業
・
資
格
取
得
）
支
援

（
３６
・
８
％
）」、「
政
策
・
方

針
決
定
を
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

場
へ
の
女
性
の
参
画
を
推
進

す
る
（
２９
・
０
％
）」
で
し

た
。◇

事
業
所
調
査
に
つ
い
て

事
業
所
で
の
男
女
格
差
に

つ
い
て
「
男
女
平
等
」
と
回

答
が
あ
っ
た
項
目
は
、「
募

集
・
採
用
」、「
仕
事
内
容
・

責
任
」、「
給
与
・
賃
金
」、

「
昇
格
・
昇
給
」、「
研
修
・

訓
練
の
機
会
」、「
勤
務
時
間
」

ら
れ
ま
す
。

む
ず
か
し
い
手
続
き
は
あ

り
ま
せ
ん
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
人
権
啓
発

課
（
�
６２
・
４
３
４
３
）
▼

京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局

（
�
２４
・
４
１
２
２
）

談
」、
お
よ
び
自
宅
で
相
談

に
応
じ
ら
れ
ま
す
。

大
鉢
美
智
子
氏
（
�
６３
・

２
１
６
８
）

く
わ
し
く
は
、
人
権
啓
発

課
（
�
６４
・
１
３
３
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
安
定
的
な
運
営
を
確
保
す

る
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

で
８０
・
０
％
を
超
え
て
い
ま

す
。特

に
「
福
利
厚
生
」
で
は

９５
・
０
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
「
能
力
・
成
果
の
評
価

（
９０
・
０
％
）」
で
し
た
。

正
規
従
業
員
と
パ
ー
ト
従

業
員
の
処
遇
格
差
に
つ
い
て

表
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

「
格
差
が
あ
る
」
と
回
答
が

あ
っ
た
項
目
は
、「
給
与
・

賃
金
」、
次
い
で
「
昇
格
・

昇
給
」、「
仕
事
内
容
・
責
任
」

で
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要
版
は
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp/

）
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
政
策
推
進

課
（
�
６４
・
１
３
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
わ
り

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
・
実
態
調

査
と
事
業
所
調
査
の
結
果
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
最
終
回
の
今
回
は
、
市
民
意

識
・
実
態
調
査
の
「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
」

と
事
業
所
調
査
か
ら
主
な
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
税
率
改
正

国
保
税
の
介
護
納
付
金
が
増
加

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
で
相
談

人
権
擁
護
委
員
に
大
鉢
氏

再
委
嘱
さ
れ
任
期
は
３
年

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

事業所調査�事業所調査�事業所調査�事業所調査�
「男女平等」と回答�「男女平等」と回答�

男女格差は7割以上が�男女格差は7割以上が�男女格差は7割以上が�
�

男女共同参画社会の市民意識・事業所調査市民意識・事業所調査�男女共同参画社会の市民意識・事業所調査�シリーズ③�シリーズ③�

収
納
済
通
知
書
の

発
行
時
期
を
変
更

国
民
健
康
保
険
税
を
口
座

振
替
、
ま
た
は
、
自
動
払
い

込
み
し
た
時
に
発
行
す
る
口

座
振
替
（
自
動
払
込
）
収
納

済
通
知
書
の
発
行
時
期
を
下

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱
制
定

一
層
の
市
民
参
画
を

一
層
の
市
民
参
画
を�
一
層
の
市
民
参
画
を

一
層
の
市
民
参
画
を�
一
層
の
市
民
参
画
を

一
層
の
市
民
参
画
を�
一
層
の
市
民
参
画
を�

平成18年（2006年）5月1日＜ 3  ＞

市
は
、
各
種
健
診
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

内
容
・
対
象
・
費
用
な

ど
＝
下
表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
「
広
報
き
ょ

う
た
な
べ
」
４
月
１
日
号
と

一
緒
に
お
配
り
し
た
「
健
康

管
理
の
ス
タ
ー
ト
は
健
診
か

ら
」
内
の
申
し
込
み
は
が
き

に
、
必
要
事
項
を
書
い
て
送

付
し
て
く
だ
さ
い

◎
基
本
健
康
診
査
…
今

年
、
４０
・
４５
・
５０
・
５５
・
６０

歳
（
昭
和
４１
・
３６
・
３１
・

「
健
康
管
理
の
ス
タ
ー
ト

は
健
診
か
ら
」が
な
い
人
は
、

は
が
き
に
氏
名
・
住
所
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
・
世
帯

主
の
名
前
と
希
望
す
る
健
診

名
を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

「
健
康
管
理
の
ス
タ
ー
ト

は
健
診
か
ら
」
の
配
布
場

所
＝
▼
健
康
推
進
課
▼
三
山

木
福
祉
会
館
▼
北
部
住
民
セ

は
、
市
か
ら
受
診
票
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
同
診
査
に
か

ぎ
り
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

◎
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
…

同
検
診
だ
け
の
受
診
は
で
き

ま
せ
ん
。
必
ず
基
本
健
康
診

査
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
平
成
９
年
度
以
降
、
市

で
行
っ
て
い
る
「
肝
が
ん
予

防
検
診
」
・
「
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
」
を
受
け
た
人
や
医

療
機
関
で
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
や

経
過
を
み
て
も
ら
っ
て
い
る

人
、
管
理
中
の
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
検
診
は
自

分
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
抗
体

な
ど
の
有
無
を
調
べ
る
も
の

で
、
市
で
行
う
の
は
一
度
の

み
で
す

◎
胃
が
ん
検
診
…
過
去
に

胃
の
手
術
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
人
や
妊
娠
中
ま
た
は
そ

■市が行う各種健診事業　しめきり＝5月31日 „

　※18年度変更点　大腸がん検診200円、子宮がん検診500円の一部負担金が必要になります。�
　※マンモグラフィ：40歳代は乳房レントゲンを2方向撮影、50歳代以上は乳房レントゲンを1方向撮影。�
　※すべての健（検）診は70歳以上（昭和11年以前生）の人は無料です。�

�

40歳代の女性�
（昭和32～41年生）�

30歳代の女性�
（昭和42～51年生）�

50歳以上の女性�
（昭和31年生以前）�

40～70歳�
の女性�

（昭和11～41年生）�

30歳以上の女性�
（昭和51年生以前）�

40～65歳�
（昭和16～41年生）�

70歳�
（昭和11年生）�

40歳以上の人�
（昭和41年生以前）�

800円（頚がん）�
500円（体がん）�

集団検診…600円�
個別健診…無料�

無　料�

40歳以上の人�
（昭和41年生以前）�

200円�

骨強度測定・栄養指導・�
運動実技指導・保健指導�

集団検診…400円�
個別健診…無料�

集団検診　8月～10月�

10月～19年1月�

集団検診…8月～10月�
個別検診…　11月�

・40～64歳�
　6月1日�～7月31日��
�
・65歳以上�
　8月1日�～9月30日��

19年1月～2月�

集団検診…問診・視触診・�
健康教室・マンモグラフィ�

個別健診…問診・視触診・�
保健指導�

問診・検診車による�
レントゲン撮影�

問診・身体計測・血圧測定・血
液検査・尿検査・診察・（生活
機能評価・65歳以上のみ）など�

血液検査（Ｃ型肝炎ウイルス
検査・ＨＢｓ抗原検査）�

問診・便潜血検査�

問診・視触診・健康教室�

婦人科内診・細胞診�
（頚がん）※必要な人には
体がん検診を行います�

場　所�

無　料� 保健センター�
栄養指導・運動実技指導・�
口腔ケア・骨強度測定�転倒無し教室�

7月�
71歳以上の男女�
（昭和10年以前生）�

先着600人�

市内指定�
医療機関�

骨粗しょう症�
予防検診・教室�

保健センター�

市内指定�
医療機関�

�

期 　 間 �対 象 者 �

1000円�
＊40・45・50・
55・60歳の女性
と40・50・60歳
の男性は無料�

500円�

健 診 名 � 費　用�内　　　容�

子宮がん検診�

乳がん検診�

基本健康診査�

肝炎ウイルス�
検　　　　診�

大腸がん検診�

胃がん検診�

集団検診…�
保健センター�
個別健診…�
市内指定医療機関�

保健センター�

てんとうむ�

の
可
能
性
の
あ
る
人
は
受
診

で
き
ま
せ
ん

◎
乳
が
ん
検
診
…
３０
〜
３９

歳
の
人
は
、
集
団
検
診
（
保

健
セ
ン
タ
ー
で
日
時
指
定
）

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
４０

歳
以
上
（
昭
和
４１
年
以
前
生

ま
れ
）
の
人
で
昨
年
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
レ
ン
ト
ゲ

ン
）
を
受
け
た
人
は
、
集
団

検
診
か
個
別
検
診
（
市
内
の

指
定
医
療
機
関
で
指
定
期
間

内
）
の
ど
ち
ら
か
を
必
ず
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
４０
歳
以
上

の
人
は
２
年
に
１
回
の
マ
ン

ン
タ
ー
▼
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

常
磐
苑
▼
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
宝
生
苑
▼
中
央
図
書
館

費
用
の
徴
収
＝
費
用
負
担

の
必
要
な
検
診
で
、
生
活
保

護
世
帯
・
市
民
税
の
非
課
税

世
帯
の
人
は
検
診
費
用
が
無

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

健
康
推
進
課
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
対
象
者
で
も
申
し

出
が
な
け
れ
ば
無
料
と
な
り

ま
せ
ん

費
用
免
除
の
し
め
き
り
＝

市
は
、
情
報
公
開
条
例
に

基
づ
く
公
文
書
と
個
人
情
報

保
護
条
例
に
基
づ
く
個
人
情

報
の
開
示
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
１７
年
度
中
の
利
用
状

況
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

制
度
の
ご
利
用
窓
口
は
、

市
役
所
４
階
の
総
務
課
で

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
情
報
公
開
制
度
（
公
文

書
開
示
）
の
利
用
状
況
】

開
示
請
求
（
申
出
）
件

数
＝
計
３１
件

実
施
機
関
別
の
請
求
（
申

出
）
件
数
＝
▼
市
長
…
２２
件

▼
議
会
…
５
件
▼
教
育
委
員

会
…
３
件
▼
そ
の
他
の
実
施

機
関
（
選
挙
管
理
委
員
会
、

公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、

農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
、
水
道
事
業

管
理
者
お
よ
び
消
防
長
）
…

１
件

請
求
（
申
出
）
者
数
＝
１５

人
開
示
等
の
状
況
＝
▼
開
示

…
１６
件
▼
一
部
開
示
…
１４
件

▼
非
開
示
…
０
件
▼
文
書
不

存
在
…
１
件

不
服
申
立
て
の
状
況
＝
０

件【
個
人
情
報
開
示
等
制
度

の
利
用
状
況
】

開
示
等
の
請
求
件
数
＝
計

１
件
（
▼
開
示
…
１
件
▼
訂

正
、
削
除
、
利
用
等
の
中
止

…
０
件
）

実
施
機
関
別
の
請
求
件

数
＝
▼
市
長
…
０
件
▼
議
会

…
０
件
▼
教
育
委
員
会
…
０

件
▼
そ
の
他
の
実
施
機
関

（
選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平

委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業

委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
、
水
道
事
業
管
理

者
お
よ
び
消
防
長
）
…
１
件

請
求
者
数
＝
１
人

開
示
等
の
状
況
＝
▼
開
示

…
０
件
▼
一
部
開
示
…
１
件

▼
非
開
示
…
０
件
▼
文
書
不

存
在
等
…
０
件

不
服
申
立
て
の
状
況
＝
０

件
く
わ
し
く
は
、
総
務
課

（
�
６４
・
１
３
２
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

モ
グ
ラ
フ
ィ
を
行
い
ま
す

が
、
昨
年
受
診
さ
れ
た
人
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◎
子
宮
が
ん
検
診
…
市
内

を
除
く
府
内
の
医
療
機
関
で

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
医

療
機
関
名
を
書
い
て
く
だ
さ

い
◎
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検

診
・
教
室
…
現
在
治
療
中
の

人
や
、
こ
れ
ま
で
の
検
診
で

「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
言

わ
れ
た
人
、
骨
強
度
の
測
定

の
み
を
希
望
す
る
人
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
閉
経
前
後
の
人

▼
基
本
健
康
診
査
…
５
月
３１

日
�
▼
乳
が
ん
検
診
…
６
月

３０
日
�
▼
子
宮
が
ん
検
診
…

７
月
３１
日
�
▼
胃
が
ん
検
診

…
９
月
２９
日
�
▼
大
腸
が
ん

検
診
…
９
月
２９
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康

推
進
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
３
５
）

注
　
意
　
事
　
項

注
　
意
　
事
　
項�

注
　
意
　
事
　
項

注
　
意
　
事
　
項�

注
　
意
　
事
　
項�

情
報
公
開
と
個
人
情
報
の
開
示

１７
年
度
の
利
用
状
況

を
除
き
、
３
〜
５
年
ご
と
を

め
ど
に
受
診
く
だ
さ
い
。

◎
転
倒
無

て
ん
と
う
む

し
教
室
…
転
倒

を
予
防
し
、
骨
折
な
ど
に
よ

る
寝
た
き
り
を
予
防
す
る
教

室
で
す

※
肺
が
ん
検
診
（
結
核
住

民
検
診
）
は
、
胃
が
ん
・
大

腸
が
ん
検
診
の
受
診
日
に
同

時
に
行
い
ま
す
。
受
け
付
け

は
、
受
診
会
場
で
行
い
ま
す

の
で
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
対
象
は
、
肺
が
ん
検

診
は
４０
歳
以
上
、
結
核
住
民

検
診
は
６５
歳
以
上
で
す
。

２６
・
２１
年
生
ま
れ
）
の
女
性

と
４０
・
５０
・
６０
歳
（
同
４１
・

３１
・
２１
年
生
ま
れ
）
の
男
性

受
診
し
ま
し
ょ
う�

受
診
し
ま
し
ょ
う�

健
康
管
理
は
健
診
か
ら

健
康
管
理
は
健
診
か
ら�

健
康
管
理
は
健
診
か
ら�

健
康
管
理
は
健
診
か
ら

健
康
管
理
は
健
診
か
ら�

は
が
き
で
５
月
３１
日
ま
で
に
申
込

各種健診
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�
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健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

今月の�

相�談�事�業�日�程�

京田辺市では、市や市民サークル・NPOなど
さまざまな人たちが、子どもの健やかな成長を
願い、また育児する家族を支えようと子育て支
援に取り組んでいます。その活動を紹介します。

広がれ！子育ての輪
特集　子育て支援

市
が
配
布
し
て
い
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
「
み
ん
な
で
子
育

て
見
守
り
た
い
」
を
ご
存
知

で
す
か
？
。

全
国
で
の
虐
待
に
関
す
る

相
談
件
数
が
年
間
約
３
万
３

千
件
に
の
ぼ
り
、
児
童
虐
待

を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
子
育
て

支
援
の
一
環
と

し
て
作
製
し
た

も
の
で
す
。４
千
部
発
行
し
、

４
月
か
ら
配
布
し
て
い
ま

す
。リ

ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
子
育

て
の
ヒ
ン
ト
や
児
童
虐
待
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
な
ど
を

イ
ラ
ス
ト
入
り
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
身
近
な
相
談
窓
口

の
連
絡
先
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相

談
窓
口
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
地
域
に
住
ん
で
い
る
人

や
身
近
な
相
談
機
関
が
か
か

わ
る
こ
と
で
、

虐
待
は
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
市
役
所

玄
関
や
児
童
福
祉
課
・
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
置
い
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
児
童
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
７
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

リリ
ーー
フフ
レレ
ッッ
トト
活活
用用
しし
てて

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
や
相
談
窓
口

大住保育園内の地域子育て支援
センターが開く「すくすくサロン」
では、同センター職員2人が子育て
の相談にのったり、親同士がわい
わい話をして交流しています（＝
写真㊤）。
今まではセンター内で開いていましたが、
小さい子どもを抱えて来るのは大変だという
ことで、昨年から各地にも出向いて開いてい
ます。「6月に中部住民センターと中央公民館
でも開きます。申し込みもいりませんので、
お気軽に来てください」と同センター職員。
昨年は４回行いましたが、好評につき、今年
はもっと回数を増やします。くわしくは、地
域子育て支援センター（�62-1477）へ。

京
田
辺
ネ
ッ
ト
作
り
た
い

や
ま
し
ろ
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

京
田
辺
市
内
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
府
南
部
広
域
で
連

携
し
て
活
動
す
る
市
民
サ
ー

ク
ル
も
あ
り
ま
す
。

や
ま
し
ろ
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
京
田
辺
市
や
木

津
町
な
ど
南
部
１３
市
町
村
を

活
動
エ
リ
ア
と
す
る
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
広
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は

地
域
で
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活

動
を
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
や

乳
幼
児
の
子
育
て
を
一
段
落

終
え
た
お
母
さ
ん
た
ち
。

お
母
さ
ん
の
目
線
で
山
城

地
域
の
遊
び
場
や
公
園
・
施

設
情
報
を
集
め
た
冊
子
を
発

行
し
た
り
、
交
流
会
や
親
子

イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。
３
月
に
け
い
は
ん
な
プ

ラ
ザ
で
開
い
た
イ
ベ
ン
ト

「
ほ
の
ぼ
の
広
場
」
は
、
初

め
て
企
業
の
協
力
も
得
て
、

５
０
０
人
以
上
が
参
加
し
成

功
さ
せ
ま
し
た
（
＝
写
真

㊧
）。京田

辺
市
担
当
の
田
中
佐

和
美
さ
ん
は
、「
交
流
会
は

情
報
交
換
の
場
で
す
。
日
ご

ろ
の
子
育
て
の
悩
み
や
サ
ー

ク
ル
リ
ー
ダ
ー
な
ら
で
は
の

運
営
の
悩
み
な
ど
、
こ
こ
で

は
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持

ち
、
克
服
し
て
き
た
人
が
い

る
か
ら
、
相
談
し
合
っ
て
気

が
楽
に
な
れ
る
。
ま
た
、
子

育
て
を
支
援
し
て
く
れ
る
人

に
は
、
現
役
マ
マ
た
ち
が
ど

う
い
う
支
援
を
望
ん
で
い
る

の
か
生
の
声
を
聞
い
て
も
ら

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
子
育
て
は
み
ん
な
悩
み
も

あ
り
失
敗
も
あ
る
。
こ
う
し

て
集
ま
れ
ば
色
ん
な
考
え
が

あ
り
意
見
の
衝
突
も
あ
る
け

れ
ど
、
そ
れ
を
解
決
し
て
乗

り
越
え
結
束
が
よ
り
固
ま
っ

た
」
と
メ
ン
バ
ー
の
高
嵜
こ

ず
枝
さ
ん
。

広
域
な
ら

で
は
の
良
さ

は
、「
そ
こ
に

い
た
ら
分
か

ら
な
い
こ
と

大
住
民
生
児
童
委
員
協
議

会
は
年
４
回
、
北
部
住
民
セ

ン
タ
ー
で「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
当
時
の

同
会
会
長
が
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
で
「
こ
れ
か
ら
は
女

性
の
子
育
て
が
た
い
へ
ん
に

な
る
。
民
協
の
使
命
と
し
て

委
員
全
員
で
子
育
て
に
か
か

わ
ろ
う
」
と
声
を
あ
げ
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
い
ち
早
く

子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
６

年
前
か
ら
開
い
て
い
ま
す
。

就
園
前
の
子
ど
も
を
も
つ

親
子
だ
け
で
な
く
、
妊
婦
や

祖
父
母
な
ど
も

対
象
。
毎
回
約

２
０
０
人
が
参

加
し
て
い
ま

す
。
箱
や
竹
を
使
っ
た
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
で
「
こ
ぶ
と
り
じ

い
さ
ん
」
や
魚
つ
り
ゲ
ー
ム

な
ど
で
遊
び
、
お
母
さ
ん
た

ち
の
出
会
い
の
場
・
交
流
の

場
に
な
っ
て
い
ま
す
（
＝
写

真
㊨
）。「
最
近
は
お
も
ち
ゃ

は
全
部
手
作
り
で
す
。
魚
つ

り
ゲ
ー
ム
の
竿
や
魚
の
絵
は

男
性
委
員
が
作
り
ま
し
た
。

男
性
の
委
員
も
女
性
の
委
員

も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
手
作
り
の
お
も

ち
ゃ
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
が

そ
れ
を
見
て
、『
こ
れ
や
っ

た
ら
私
も
家
で
作
れ
る
わ
』

と
や
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
な

「
子
育
て
は
、

あ
く
ま
で
も
自

分
の
子
ど
も
を

自
分
で
守
り
育

て
る
こ
と
。
民
生
委
員
は
支

援
し
ま
す
が
、
与
え
過
ぎ
と

い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
」
と
今
後
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。「
特
別
な
イ
ベ
ン
ト

的
な
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
必
要

な
い
。
そ
れ
よ
り
も
続
け
る

こ
と
が
大
事
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し

て
く
れ
た
人
が
、
こ
う
い
う

場
に
参
加
せ
ず
に
孤
独
に
子

育
て
し
て
い
る
人
の
橋
渡
し

に
な
っ
て
く
れ
て
、
続
け
る

こ
と
で
参
加
し
て
い
な
か
っ

た
人
も
知
っ
て
く
れ
れ
ば
。

次
の
世
代
の
人
に
も
続
け
て

も
ら
っ
て
こ
の
環
境
を
引
き

継
い
で
欲
し
い
。
最
近
目
に

見
え
な
い
つ
な
が
り
を
感
じ

る
」
と
６
年
間
で
輪
が
確
か

に
広
が
っ
て
い
る
の
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
１
）

市
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
そ
よ
か
ぜ
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

に
委
託
し
平
成
１６
年
１２
月
に
開
始
し
た
、
育

児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
行
い
た
い
人
と

が
会
員
に
な
り
育
児
を
助
け
合
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
。

「
育
児
の
相
互
援
助
だ
け
で
な
く
、
活
動

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
会
員
同
士

の
交
流
会
も
開
き
ま
す
。
会
員
同
士
が
親
密

に
な
り
、
日
ご
ろ
の
活
動
に
生
か
せ
ら
れ
ま

す
」
と
同
セ

ン
タ
ー
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の

保
田
佐
由
美

さ
ん
。

お
ね
が
い

会
員
（
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
）
の
依

頼
内
容
は
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の
迎
え
お
よ

び
帰
宅
後
の
預
か
り
が
最
も
多
く
、
１
年
で

７
９
８
件
あ
り
、
活
動
件
数
の
半
分
を
占
め

ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
お
ね
が
い
会
員
は
ど

ん
ど
ん
増
え
て
１
１
７
人
い
ま
す
が
、
ま
か

せ
て
会
員
（
育
児
を
行
い
た
い
人
）
は
４６
人

で
す
。
保
田
さ
ん
は
、「
空
い
て
い
る
時
間

に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い

の
で
、
一
歩
を
踏
み
出
す
の
を
た
め
ら
わ
ず
、

ぜ
ひ
、
ま
か
せ
て
会
員
に
な
っ
て
地
域
の
子

育
て
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
�
６２
・
１
１
７
５
）

６６
年年
間間
でで
つつ
なな
がが
りり
実実
感感

大
住
民
協
の
子
育
て
サ
ロ
ン

好
評
に
つ
き
出
前
サ
ロ
ン

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ファミサポの育児相互援助

なやみごと相談
5月10日�中央公民館会議室、
24日�三山木福祉会館。午後1
時30分～4時。
�人権啓発課（�62-4343）

市民無料法律相談
▼5月17日�（5月1日から電
話予約）▼6月7日�（5月19日
から電話予約）。午後1時30分～
4時30分。市民相談室。
�人権啓発課（�62-4343）

府民無料法律相談
5月15日�午後1時30分～4時
30分、田辺地域総務室。5月12
日電話予約。
�田辺地域総務室（�62-
0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、
CIKビル（近鉄新田辺駅西）。
予約制、40分5,250円。
�京都弁護士会（�0 7 5 -
231-2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30分
～3時30分、田辺児童館。
�田辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正午・午
後1時～4時30分、普賢寺児童館。
�普賢寺児童館（�65-0153）

すくすく子育て相談
毎週月～金曜日午前9時30分
～午後4時、電話相談。毎週
月・水曜日午後1時～4時、来所
相談。
�地域子育て支援センター

（�62-1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～正
午・午後1時～4時。
�児童福祉課（�64-1376）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予約
制。電話による教育相談は学校
教育課（�63-4488）
9日� 松井ケ丘小（�62-8888）
16日�桃園小（�63-6335）

三山木小（�62-1055）
18日�大住小（�62-0046）
23日�草内小（�62-0054）

田辺小（�62-0044）
25日�田辺東小（�62-4348）
30日�薪小（�63-2000）

女性の相談室
5月18日�午後1時30分～4時
30分、市役所会議室。
�政策推進課（�64-1309）

ふれあい相談室
毎週月～金曜日午前9時～午
後4時、社会福祉センター。

心配ごと相談
5月8日�・15日�・25日�午
後1時30分～午後4時、社会福祉
センター。

心配ごと出張相談
5月10日�午前10時～正午、
中部住民センター。5月19日�
午後1時30分～4時、健康ケ丘公
民館。

多重債務相談
5月30日�1時30分～4時、社
会福祉センター。予約制。

司法書士法律相談
5月15日�午後1時30分～午後
4時、社会福祉センター。予約
制。

成年後見制度相談
5月10日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

弁護士無料法律相談
5月25日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。5月1日�か
ら予約受付。

税務相談
5月8日�1時30分～4時、社会
福祉センター。予約制。

これからのこと相談
5月2日�午前10時～正午、三
山木福祉会館。5月30日�午前
10時～正午、社会福祉センター。

一般健康相談（成人対象）
▼毎週月曜日午前9時～11時、
保健センター。保健師・栄養士
による相談（予約制）。▼5月8
日�午後1時45分～3時30分、保
健センター（予約制）。▼5月10
日�午後1時30分～3時、北部住
民センター。▼5月18日�午後1
時30分～3時、新興戸公民館。
医師・保健師による相談。

妊婦乳幼児相談
5月11日�午前9時～10時30
分、保健センター。

リハビリ相談
5月9日�午前9時～11時、保
健センター。

こころの健康相談
5月22日�午後1時45分～3時
30分、保健センター。予約制。

「
は
い
、
ま
わ
る
！
」。
講

師
の
か
け
声
で
、
子
ど
も
が

縄
跳
び
や
ボ
ー

ル
な
ど
を
使
っ

て
思
い
っ
き
り

体
を
動
か
し
た

り
、「
こ
の
色
は
赤
！
」
な

ど
と
大
き
な
声
を
出
し
て
い

ま
す
（
＝
写
真
㊨
）。

こ
れ
は
、
草
内
民
生
児
童

委
員
協
議
会
が
主
催
の
中
部

住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る

親
子
体
操
教
室
。
以
前
は
市

が
主
体
の
子
育
て
支
援
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
自
分

た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
子
育

て
の
居
場
所
づ
く
り
を
し
よ

う
と
、
企
画
部
と
児
童
部
が

企
画
し
、
同
協
議
会
会
長
の

齊
藤
廉
男
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
認
定
指
導
員
の
講
師

を
招
き
、
去
年
６
月
か
ら
始

め
た
も
の
で
す
。

「
家
で
は
体
操
す
る
の
に

は
い
ろ
ん
な
制
限
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
思
い
っ
き

り
体
を
動
か
せ
ま
す
。
親
も

体
を
動
か
す
の
が
ス
ト
レ
ス

解
消
に
な
り
ま
す
」
と
自
身

も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
定
指

導
員
と
い
う
齊
藤
さ
ん
は
、

親
子
で
す
る
体
操
の
す
ば
ら

し
さ
を
強
調
。

こ
の
教
室
に

参
加
し
た
２
歳

児
を
も
つ
お
母

さ
ん
は
、「
う
ち
の
子
は
最

初
は
迫
力
負
け
し
て
た
け
れ

ど
、
ふ
だ
ん
味
わ
え
な
い
ピ

リ
ッ
と
引
き
締
ま
る
よ
う
な

い
わ
ゆ
る
体
育
会
系
の
ノ
リ

は
新
鮮
。体
操
だ
け
で
な
く
、

色
や
物
の
名
前
を
発
声
し
な

が
ら
体
感
す
る
の
が
よ
い
刺

激
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

始
め
は
気
後
れ
し
て
い
た
娘

も
、『
ま
た
体
操
し
た
い
』

と
言
っ
て
ま
す
」
と
好
評
で

す
。「今

年
度
も
２
・
３
歳
児

を
も
つ
親
子
を
対
象
に
２
か

月
に
１
回
開
き
ま
す
。
気
軽

に
来
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
教

室
に
毎
回
民
生
児
童
委
員
も

参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
子

育
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
相
談
を
」
と
齊
藤

さ
ん
。
草
内
民
協
が
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
１
）

田中佐和美さん

齊藤廉男さん

伊田睦子さん

親
子
で
体
動
か
す
場
を

草
内
民
協
の
体
操
教
室

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
同
委

員
の
伊
田
睦
子
さ
ん
。
６
年

前
の
開
始
時
か
ら
ず
っ
と
携

わ
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。

保田佐由美さん

で
も
他
の
地
域
の
様
子
を
聞

く
こ
と
で
解
決
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
広
域
ネ
ッ
ト
は
必
要
で

す
。
ま
た
、
気
付
か
な
か
っ

た
京
田
辺
の
子
育
て
の
良
さ

が
あ
り
、
そ
の
良
さ
も
も
っ

と
発
信
し
て
い
き
た
い
。
お

母
さ
ん
た
ち
の
知
恵
や
秘
め

た
力
は
す
ご
い
も
の
で
す
」

と
子
育
て
Ｏ
Ｂ
の
井
上
節
子

さ
ん
。

田
中
さ
ん
は
「
子
育
て
の

支
援
者
は
京
田
辺
に
は
す
ご

く
多
い
。
で
も
、
情
報
な
ど

が
末
端
に
行
き
渡
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
な
い
。
ま
ず
は
知

っ
て
も
ら
わ
な
い
と
つ
な
が

ら
な
い
。
だ
か
ら
、
今
年
度

は
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
こ
と
よ

り
も
地
元
地
域
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
力
を
入
れ
た
い
。

京
田
辺
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
た
い
」
と
参
加
を
呼
び

か
け
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
７
）
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お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

福 　 　 祉 �

▼なるべく屋外には出ない▼
目やのどなどに刺激を感じた
ら、洗顔やうがいをし、保健所
や生活環境課など最寄りの公共
施設へ連絡する▼自動車の運転
を控える▼燃料や有機溶剤の使
用、ガソリンなどの補給を控え
る
�▼生活環境課（�64-1366）
▼山城北保健所（�21-2913）

地価公示
国土交通省は、平成18年度の
地価公示を発表しました。どな
たでもご覧いただけますので、
ご活用ください。
閲覧場所▼施設用地課▼中央
図書館
�施設用地課（�64-1342）

リユース情報
▼ゆずります①テレビ台

（コーナー用　幅93センチ×高
さ71センチ×奥行90センチ）②
自転車（グレー、26インチ）▼
ゆずってください卓上ミシン
5月8日�午前8時30分から受
け付け。
�産業振興課（�64-1360）

予防接種の要綱名称変更
4月号でお知らせしました｢京
田辺市法律に基づかない予防接
種助成要綱｣の名称を、｢京田辺
市が独自に実施する予防接種要
綱｣に変更しました。
なお、対象とする予防接種の
種類等内容についての変更はあ
りません。
�健康推進課（�64-1335）

予防接種の日程

▽市へのはがき・郵送での申し込みは、�
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」�
　でお送りください。�
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。�
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。�
▽�＝申し込み先、�＝問い合わせ先です。�

今月の�
　お知らせ�
今月の�
　お知らせ�

軽自動車税の減免
原付バイクおよび軽自動車を
所有し、次に該当する人は減免
申請をすると、軽自動車税の減
免を受けることができます。
対象となる軽自動車は、▼公
益な事業のために使用する軽自
動車▼障害者（身体障害者・知
的障害者・精神障害者）または
その家族が所有する軽自動車
で、障害者本人、その家族また
は障害者（障害者のみで構成さ
れる世帯に限ります）を常時介
護する人が運転する軽自動車。
ただし、障害者1人に付き1台
（普通車を含みます）に限りま
す。また、障害の程度により障
害者本人の所有に限られる場合
があります▼障害者が使用する
ために製造または改造された軽
自動車。
5月1日�から5月23日�の間
に税務課に備え付けの減免申請
書に記入・押印のうえ、軽自動
車税納税通知書と一緒に申請。
なお、減免対象に応じて、身体
障害者手帳、戦傷病者手帳、療
育手帳、精神障害者保健福祉手
帳、運転免許証、自動車検査証
の提示が必要です。納付後は、
その年度の減免を受けられませ
んので注意してください。
�税務課（�64-1317）

固定資産税軽自動車税納付月
5月は固定資産税第1期分およ
び軽自動車税の納付月です。
固定資産税は、今年の1月1日
現在で土地や建物の所有者に、
軽自動車税は、4月1日現在でバ
イクや軽自動車等の所有者に課
税される税金です。
納期限内に納付されなかった
場合は、各納付月の翌月に督促
状を発送します。督促状を発送
した際は、本税とは別に督促手
数料として200円を加算し、場
合によっては延滞金も徴収する
こととなります。
なお、納付が困難な場合など
は、分割納付などの納付方法に
ついて相談を受け付けています
ので、未納のまま放置しないで
お早めに納付相談にお越しくだ
さい。
また、口座振替・自動払込を
ご利用の人は預貯金残高のご確
認をお願いします。
�税務課（�64-1318）
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市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�
田辺高校公開授業

5月18日�午前8時40分～午後
3時25分。府立田辺高校。申込
不要。
�府立田辺高等学校（�62-
0572）

美しくする会が総会
5月20日�午前10時から、コ
ミュニティホール。▼平成17年
度事業・決算報告▼平成18年度
事業計画・予算案▼環境美化活
動実践者表彰▼環境問題を考え
るビデオ鑑賞など。
�わがまち“京たなべ”を美
しくする会事務局（総務課内、
�64-1326）

夜間納税相談窓口
5月25日・26日・29日・30日
は午後8時まで市役所・税務課
および国保年金課に納税相談窓
口を設置します。
市税のお支払いやお支払いに
関するご相談を受け付けますの
で、昼間お仕事などでお忙しい
人はご利用ください。
くわしくは、▼市府民税・固
定資産税・軽自動車税…税務課
（�64-1318）▼国民健康保険
税…国保年金課（�63-1122）
へお問い合わせください。

家庭菜園など薬の使用注意
食品の安全性に対する関心の
高まりを背景に、5月29日から
食品衛生法が改正され、すべて
の農作物に対する残留農薬の基
準が厳しくなります。
具体的には、風によって農薬
が飛散し水稲用の農薬が付近の
野菜に付着した場合や、家庭菜
園・ガーデニングで使用されて
いる薬が付近の農作物にごくわ
ずかに付着した程度でも基準を
超えてしまうことになります。
基準を超える農薬が検出され
た場合には、その農作物が出荷
できなくなるだけでなく、風評
被害などにより多大な損害が発
生することになります。
農薬の散布は無風状態か、風
向きを考えた上で風の弱い時を
選び、また農薬の種類、散布日
を記帳しておくなど、これまで
以上に十分注意してください。
�産業振興課（�64-1364）

光化学スモッグ
5月から9月は、光化学スモッ
グが発生しやすい時期です。昨
年度は本市周辺にも、7月21日
と8月4日に注意報が発令されま
した。注意報が発令された時は、
次のことに注意してください。

母子家庭奨学金を支給
同奨学金は、母子家庭の児童
養育や教育経費の助成を行うも
のです。父親が重度障害でも受
給対象となります。乳幼児から
高校生までが対象。児童福祉課
に備え付けの申請用紙と、民生
児童委員または母子福祉推進委
員の証明を受けて5月31日�ま
でに申し込み。高校生の児童が
いる人は、別途在学を証明する
ものを提出。申請が遅れると、
遅れた月分の奨学金が受けられ
ません。
また、交通遺児奨学金・高等
学校奨学金・技能修得資金等と
は併給できません。
�児童福祉課（�64-1377）

府が交通遺児奨学金
陸・海・空の交通事故で親な
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市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

育児の相互援助会員
ファミリー・サポート・セン
ターは、育児の支援を受けたい
人（おねがい会員）、支援をし
たい人（まかせて会員）、両方
行いたい人（どっちも会員）を
募集します。
5月13日�、北部住民セン
ター。▼説明会…午前10時30分
～正午▼講習会…午後1時～4時
30分。まかせて会員・どっちも
会員は、講習会も受けてもらい
ます。登録には、写真2枚（3
㎝×2㎝）と印鑑が必要。当日、
託児あり。
�ファミリー・サポート・セ
ンター（�62-1175）

都市計画審議会傍聴
5月16日�午後2時から。市役
所全員協議会室。審議案件は綴
喜都市計画地区計画(山手地区
地区計画)の変更について。5月
16日�午後1時30分までに、市
役所3階和室で手続きをしてく
ださい。定員10人。定員を超え
た時は抽選。
�都市計画課（�64-1348）

かがやきが見学会
5月20日�午前10時～午後3
時。見学先はクレヨン工房（宇
治市）・ＤＶとシェルターにつ
いて学ぶ・ステンドグラスアー
ト見学。集合時間・場所は参加
者に連絡します。参加費1人千
円（昼食代）。定員30人（会員
優先）しめきり5月16日�。
�京田辺女性ネットワークの
会かがやき（中央公民館内、�
62-2552）

市民一斉清掃
市は、環境美化に対する市民
のみなさんの意識をより一層高
め、住みよい生活環境づくりを
進めるために、市民と行政が一
体となった“クリーンアップ京
田辺”「市民一斉清掃（前期）」
を行います。
6月4日	。各区の公園や道路、
河川など。実施団体が市へ提出
される予定表のしめきりは5月
19日�。
環境美化は、私たち自身の課
題です。多数のみなさんのご参

日にち�

三種�
混合�

種別� 対　　　象�

5月11日��
5月24日��

生後3か月～7歳6か月未満�

ＢＣＧ�
5月9日��
5月23日��

生後3か月～6か月未満�

ポリオ�
生後3か月
～7歳6か月
未満で�

3月～5月生まれ�

9月～10月生まれ�

5月8日��

5月17日��

受付時間＝13：30～14：30　　　�
場所＝保健センター（�63-2662）�
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）�

6月～8月生まれ�5月15日��

どを亡くされた、乳幼児、小・
中・高校生などを対象。所得制
限はありません。市児童福祉課
に備え付けの申請用紙と、民生
児童委員の証明と、小中高校生
は学校長の証明を受けて5月31
日�までに申し込み。遅れると、
遅れた月分の奨学金が受給でき
ません。
�児童福祉課（�64-1377）

府が高等学校奨学金
高等学校奨学金支給要綱にも
とづき、高等学校修学に要する
経費を支給します。平成18年度
市町村民税非課税世帯で母子・
父子・障害者・長期療養者世帯
の子どもが対象。また、生活保
護受給者には、別に奨学金（私
学のみ）があります。6月30日
�しめきり。遅れると、遅れた
月分の奨学金が受給できませ
ん。
�山城北保健所綴喜分室（�
63-5745）
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5月のギャラリー
▼「延沢茶丘書道教室書作展～楽しきかな
～」：延沢幸代＝9日�～14日	▼「2006年エポ
ックノート展」：ＮＰＯ法人京田辺シュタイ
ナー学校＝16日�～21日	▼「第2回京田辺クラ
フトウェーブ作家展～村田弘子（和紙画）
～」：国生義子＝23日�～28日	。ただし、26
日�を除く▼「ベトナムの“子供の家”を支え
る会写真展～ストリートチルドレンの自立支援
～」：梶山育子＝30日�～6月4日	

5月の映画会
今月はシリアスドラマ特集です。
▼6日…ボブ★ロバーツ▼13日…マッド・シテ
ィ▼20日…タクシードライバー▼27日…ミッシ
ョン。いずれも土曜日の午前10時30分から

おはなし会
▼5月6日�…へこきじい▼7日	…しらゆきひ
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おはなし会
▼5月10日�…どろんこ▼17日�…豆の上に寝
たお姫さま。午後4時～4時30分

おはなし会
▼5月6日�…上池の鯉▼13日�…ねずみのす
もう▼20日�…一休さん▼24日�…よかったね
ネッドくん▼27日�…足折れつばめ▼6月3日�
…きかんしゃやえもん。土曜日…午前11時～11
時30分、水曜日…午後4時～4時30分

め▼13日�…赤ずきん▼17日�…トトトのトナ
カイさん▼20日�…おはなしの大好きな王さま。
土曜日…午後3時～3時30分、日曜日…午後2時～
2時30分、水曜日…午後4時～4時30分
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加をお願いします。ごみは、必
ず分別してください。なお、市
民一斉清掃（後期）は9月24日
	です。
�生活環境課（�64-1366）

消費生活講座
私たち消費者を取り巻く社会
の変化に対応し、確かな目で賢
い選択ができるくらしのスペシ
ャリストをめざしませんか。
日時・テーマ・講師は下表の
とおり。場所は第1・2・4回は
社会福祉センター、第3回は中
央公民館。受講料無料、ただし、
第2回は600円・第3回は400円の
材料費が必要です。原則として
4回受講できる人対象。定員は
第4回のみ48人。応募者多数の

6月29日�　午前9時30分～11時30分 

防災対策～火災と電気の安全
について～�

健康の基本はまず食事から�
～乳製品を使った健康料理～�

（調理実習）�

消費生活相談事例と�
成年後見制度について�

�

6月8日�　午前9時30分～11時30分 

6月15日�　午前9時30分～11時30分 

6月22日�　午前10時～午後1時 

アロマセラピー～ルームフレ
ッシュナーを作ろう～�

日本乳業協会の関西消
費者相談室相談員�

NPO法人アウンジャ�
末永成美子さん�

京都弁護士会�
細川治さん�

松下電工CS部�
北村勝弘さん�

�
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古文書を読む会
5月13日�午前9時30分～正
午。社会福祉センター。講師は
ふるさとミュージアム山城の伊
藤太さんと精華町教育委員会の
中川博勝さん。申込不要。
�京田辺市郷土史会　岡山

（�63-2244）

合同水防演習
5月14日	午前9時から、京都

市伏見区の桂川河川敷（久我橋
東詰下流）で、国土交通省や京
都府、京田辺市他19市町村をは
じめ、約50の団体、総勢約2千
人が参加する大規模な水防演習
が行われます。
この演習では、「水防は、こ
ころの備えとみんなの守り」を
テーマに、連携ある総合的な訓
練に取り組み、より一層の被害
軽減を目指しています。水防工
法の実施訓練や避難・救助・救
護・炊き出し訓練、災害支援活
動など、さまざまな水害時に必
要な訓練が行われます。また、
会場では、地震の体験コー
ナー・気象の解説・災害伝言ダ
イヤル171の利用体験・各種災
害対策用の特殊車両や機器の展
示なども行います。
みなさんもこの機会にぜひ演
習をご覧いただき、こころの備
えをお願いします。
�消防署（�63-1125）

視覚障害者の料理教室
材料の下準備から味付けまで
みんなで分担して行っていま
す。5月19日�午前10時～午後1
時30分。社会福祉センター。対
象は市内に在住する視覚に障害
のある人。材料費300円。しめ
きり5月16日�。
�▼府視覚障害者協会京田辺
支部長　岡井（�65-3045）▼
社会福祉課（�64-1372）

映画監督招き講演会
5月21日	午後2時～3時30分。
社会福祉センター。テーマは
「ふるさと筒木（綴喜・草内）
の記憶」と「祭事を透して診た
日本列島」。講師は映画監督の
前田憲二さん。無料。
�郷土史会長　藤本（�62-
1277）

親子で音楽を楽しもう
京都田辺ロータリークラブ
は、「親子で音楽を楽しもう」
（後援＝市・教育委員会）を開
きます。
5月21日	午後1時～2時30分、
中央公民館。出演は、日下部祐
子さん（ソプラノ歌手）・島田
洋子さん（ヴァイオリン）・林
佳勲さん（ピアノ）。曲目は、
幻想即興曲、情熱大陸、アレル
ヤなど。先着250人。無料。
�京都田辺ロータリークラブ

（�64-0030）

介護者の交流会
5月22日�午後1時30分～3時。
社会福祉センター。4月から改
正となった介護保険をテーマに
高齢介護課職員と座談会
�▼社会福祉協議会（�62-
2222）▼健康推進課（�64-
1335）

ひだまりの会
5月23日�午後1時20分～3時。
洛南寮。対象は市内の高齢者。
すこやかサークルに参加しま
す。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

親子体操
5月24日�午前10時～11時15
分。中部住民センター。対象は
2・3歳児とその保護者。無料。
ボール・なわとび・上靴・タオ
ル・お茶を持参。指導はスポー
ツ少年団認定指導員の堀井洋子
さんほか。申込不要。
�草内民生児童委員協議会▼
草島（�65-1551）▼山崎（�
62-2217）▼四宮（�62-5557）

同大ふらっとプログラム
同志社大学は、京田辺校地多
目的ホールで多彩な文化プログ
ラムを行っています。
▼デフ・パペット・シアター
ひとみ　おかぐら人形劇「わん
ぱくスサノオの大蛇退治」。5月
24日�午後6時30分～▼ニット
キャップシアターがおくる音楽
と笑いの夜。5月31日�午後4時
45分～。
�学生支援課（�65-7021）

夏のクラシック・コンサート
世界が注
目する指揮
者阪哲朗さ
んが、2005
年第6回神
戸 国 際 フ
ルートコン
クール日本

人初の優勝者小山裕幾さんとと
もに、モーツァルトのフルート
協奏曲をお贈りします。
7月29日�午後2時から、けい
はんなプラザ
（精華町）。▼
前売券…一般3
千500円・学生
2千円▼当日券
…4千円。入場
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社会福祉協議会�

市民総体
▼卓球シングルス・ダブルス
…5月21日	午前9時から。田辺
中央体育館。対象は市内に在
住・通勤・通学する人および市
卓球連盟加盟者。１人500円。5
月12日�までに申し込み。▼ソ
フトボール…5月21日	の午前9
時から。田辺木津川運動公園ソ
フトボール場。対象は市内に在
住・通勤・通学する18歳以上の
人。ただし、メンバーの中に40
歳以上の人が3人以上必要。1
チーム千円。5月13日�までに
申し込み。▼グラウンドゴルフ
…5月28日	の午前9時から。田
辺公園多目的運動広場。個人戦。
対象は市内に在住・通勤・通学
する高校生以上の人。300円。
市グラウンドゴルフ協会登録者
は100円。5月12日�までに申し
込み。
�社会体育協会事務局（〒
610-0331京田辺市田辺丸山19
田辺中央体育館内、� 6 2 -
1501）

フットサルスクール
毎週月曜日。5月は15・22・
29日。午後5時～7時。田辺中央
体育館。対象は幼稚園年長から
小学6年生。1人1回につき千円。
初回は無料。随時募集していま
す。
�社会体育協会事務局（〒
610-0331京田辺市田辺丸山19
田辺中央体育館内、� 6 2 -
1501）

プールレッスン
6月5日�・12日�午前10時
～、午前10時25分～、午前10時
50分～。16日�午後2時～、午
後2時25分～、午後2時50分～。
20分間。対象は18歳以上の人。
各時間帯それぞれ先着1人。無
料。受講希望日の1か月前から
当日までに直接申し込み。
�田辺公園プール（�65-
3113）

券は、▼
けいはんな（�95-
5115）▼電子チケットぴあ（�
0570-02-9999、学生は窓口のみ）
へ。
�
けいはんな交流事業部

（�95-5115）

阪
哲
朗
さ
ん

小
山
裕
幾
さ
ん

場合、第1回講座終了後抽選。
5月26日�までに電話または
はがきで申し込み。保育ルーム
を希望する人は、申し込み時に
お知らせください。ただし、生
後6か月以上の子どもに限りま
す。
�産業振興課（�64-1360）

戦争体験の語り部
平和都市推進協議会は、戦争
体験を次世代に語っていただく
人を募集します。これは、戦争
を知らない若い世代に平和の大
切さを知っていただくため、実
際に戦争で被害に遭い苦労をさ
れた人を招き、当時の体験など
を話していただき、それを次の
世代に伝えていくために開くも
のです。
8月6日	午前9時30分から、
コミュニティホール。30分程度。
5月31日�までに申し込み。
�平和都市推進協議会（総務
課内、�64-1311）

市民邦楽発表会の出演者
9月10日	、中央公民館。対
象は市内に在住・通勤・通学す
る人。筝・三絃・尺八・その他
邦楽の発表。5月16日�までに
中央公民館に備え付けの申込用
紙に、使用楽器（筝・三絃は準
備します）・メンバーを記入し
文化協会（中央公民館内）また
は同会　岸田まで申し込み。
�文化協会邦楽部長　岸田

（�63-4573）




